
日本学術会議 
 

若手アカデミー会議(第 24期・第 5 回)国際分科会 
 

議事要旨 
 

 

 

 日   時  平成３１年３月４日（月）１０：００～１２：００ 

 会    場  東京大学 理学部３号館 ４１２号室 

 出席者    岸村，新福，竹村，中澤，中西，西嶋，馬奈木，狩野(スカイプ参加） 

 

議事及び次第  

１．報告事項 
 INGSA ワークショップ 

（新福）資料：GYA/YAJ capacity building science leadership workshop on 
science advice に基づいて報告した． 

 アジア学術会議 
（西嶋）資料：第１８回アジア学術会議 化学と社会委員会と若手アカデミ

ー合同会議報告に基づいて報告した． 
 文部科学省ヒアリング 

（中西）国際化のためのインフラ整備に関して，これまで経験や成功例のあ

る文科省職員へのヒアリング内容を報告した． 
 CITES 会議 

（安田，代理：新福）資料：ワシントン条約に関連する CITES Institute 制度

設計に関して 検討会参加報告 に基づき報告した．   
 その他 

（馬奈木）公開ワークショップ，地方における若手科学者を中心とした学術

活動の活性化―地域を豊かにする学術：新国富を中心に学術の街づくりへの

貢献を考える-SDGs で地域活性―に関して，報告した． 

２．プロジェクトの進行と、これからの進め方について 

最終年度のシンポジウム開催に向けた準備のため，国際化に成功している大学・地

方を国際分科会メンバーで訪問する意見が出された．案としてはは，7月に事前準

備の合宿（国際分科会として開催），APU，市役所，ホテルなどに実際に出向いての

調査．年末年始を避け，1月の休み明け以降にシンポジウム兼全体会議（地方活性

化），参考人招へいを行い，この課題を共有し，話し合う． 
３．その他 

  石井 香世子 氏（立教大学社会学部現代文化学科教授）の国際分科会からの

退会が承認された 
  小野 悠 氏（豊橋技術科学大学大学院工学研究科講師）の国際分科会への入

会が承認された 
 


